








要約:学校教育の中で母子保健や育児に関する知識や情報がどのように教授され、児童・

生徒・学生により習得されているかについての現状を明らかにすることを目的とし、大学

生等を対象とした保健や育児に関する知識習得状況や育児経験の実態調査を行った。その

結果、教科における学習が知識の定着を促すとともに、育児経験の機会と知識の習得状況

の間には関連性が考えられた。


